
 

 

 

 
 

 

政
権
与
党
が
衆
参
と
も
に
過
半
数
割
れ 

消
費
税
減
税
が
実
現
す
る
運
動
を 

今
回
の
参
議
院
選
挙
は
、
長
引
く
物
価
高
騰
と
消
費
税
減
税
が

争
点
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。
政
権
与
党
は
コ
ロ
ナ
禍
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
、
ガ
ザ
危
機
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
異
常
な
円
安
に

よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
た
物
価
高
騰
に
無
策
だ
け
で
、
選
挙
前
の
バ

ラ
マ
キ
と
批
判
さ
れ
一
度
は
検
討
か
ら
引
き
下
げ
た
現
金
給
付
を

政
策
に
掲
げ
ま
し
た
。
国
民
の
怒
り
と
不
満
が
爆
発
し
改
選
前
議

席
を
合
わ
せ
て
も
政
権
与
党
の
議
席
が
過
半
数
割
れ
で
衆
参
と
も

に
少
数
与
党
と
な
り
、
そ
の
急
場
し
の
ぎ
の
政
策
に
国
民
の
厳
し

い
審
判
が
下
り
ま
し
た
。 

私
た
ち
民
商
は
消
費
税
を

5%

へ
減
税
す
る
こ
と
を
求
め
て
き

ま
し
た
。
こ
の
参
議
院
選
挙
で
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
野
党
が
、
恒
久

的
も
し
く
は
一
時
的
な
消
費
税
の
減
税
や
廃
止
を
政
策
と
し
て
掲

げ
ま
し
た
。
財
源
や
税
率
、
食
料
品
な
ど
へ
の
限
定
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
違
い
は
あ
り
ま
し
た
が
、
野
党
が
改
選
後
議
席
で
過
半
数
の
結

果
と
な
っ
た
こ
と
は
、
国
民
が
具
体
的
な
生
活
支
援
策
を
強
く
求

め
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
り
、
消
費
税
減
税
の
必
要
性
が
広
く

認
識
さ
れ
た
結
果
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
強
引
な
議
会
運
営
は
困
難

に
な
り
、
消
費
税
減
税
を
は
じ
め
と
す
る
国
民
本
位
の
政
策
実
現

へ
の
道
が
大
き
く
開
か
れ
た
と
展
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

し
か
し
一
部
の
減
税
の
財
源
論
に
は
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。「
積
極
財
政
」
と
し
て
国
債
発
行
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
日

本
は
既
に
高
い
債
務
残
高
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
国
債
の

ほ
と
ん
ど
は
日
本
国
内
で
所
有
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
財
務
省

は
海
外
に
も
積
極
的
に
国
債
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
恒
久
的
な
消

費
税
減
税
を
大
規
模
な
国
債
発
行
で
賄
う
の
で
あ
れ
ば
、
将
来
世

代
へ
の
負
担
を
際
限
な
く
積
み
増
す
こ
と
に
な
り
、
国
家
財
政
の

持
続
可
能
性
を
脅
か
し
か
ね
ま
せ
ん
。
日
本
円
の
通
貨
危
機
に
よ

り
途
方
も
な
い
イ
ン
フ
レ
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。 

ま
た
財
源
の
一
部
と
し
て
「
終
末
医
療
の
自
己
負
担
化
」
を
掲
げ

た
党
も
あ
り
ま
す
。
社
会
保
障
制
度
の
抜
本
的
な
改
革
と
し
て
給

付
水
準
を
大
幅
に
引
き
下
げ
る
こ
と
は
国
民
生
活
を
別
の
方
向
か

ら
圧
迫
す
る
も
の
と
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
政
策
が
も
し

実
行
さ
れ
れ
ば
、
国
民
生
活
に

甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
本
末

転
倒
と
な
り
ま
す
。 

消
費
税
の
減
税
と
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
廃
止
を
求
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
財
源
は
こ
れ
ま
で
度

重
な
る
減
税
の
恩
恵
を
受
け
て
き
た
大
企
業
や
富
裕
層
へ
の
公
正

な
課
税
、
不
要
不
急
な
公
共
事
業
や
Ｉ
Ｒ
カ
ジ
ノ
建
設
、
敵
基
地

攻
撃
能
力
な
ど
過
剰
な
防
衛
費
（
軍
事
費
）
の
是
正
に
よ
り
実
現

す
る
こ
と
を
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
運

動
を
広
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

伝
言
板 

吹
田
民
商
青
年
部 

経
営
学
習
交
流
会 

た
っ
た
一
人
を
大
切
に
す
る
経
営
分
析 

7
月
29
日
（
火
）
19
時
00
分 

民
商
会
館 

役
員
の
報
告
か
ら
一
緒
に
経
営
分
析
を
学
び
ま
す
。 

 
第
35
回
中
小
商
工
業
全
国
交
流
研
究
集
会 

個
人
参
加
費
（
１
人
３
５
０
０
円
、
学
生
１
人
２
０
０
０
円
） 

日
時 
9
月
5
日
、
6
日
、
7
日
、
12
日
、
13
日
、
14
日 

申
込
期
限 
8
月
8
日
（
金
）
ま
で 

➢
 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
基
礎
講
座
・
分
科
会
等 


 

業
種
別
・
課
題
別
の
13
分
科
会 


 

小
規
模
企
業
振
興
と
経
営
の
工
夫
を
パ
ネ
ル
で
討
論 


 

基
礎
か
ら
分
か
る
経
営
計
画
作
り 

主
催 

第
23
回
中
小
商
工
業
全
国
交
流
・
研
究
集
会 

実
行
委
員
会 

 

無
料
法
律
相
談 

8
月
18
日
（
木
）
13
時
00
分 

北
大
阪
総
合
法
律
事
務
所
の
弁
護
士
に
よ
る
無
料
出
張
相
談
会
で

す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

8
月
の
会
費
・
商
工
新
聞
の
集
金
に
つ
い
て 

8
月
の
夏
季
休
業
（
期
間
は
未
定
）
の
た
め
、
集
金
活
動
を
8
月

4
日
か
ら
行
い
ま
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  
比例代表

今回 前回（2022年）

得票数 得票率 得票数 得票率 得票数 得票率 得票数 得票率 得票数 得票率 得票数 得票率

自民党 12,808,306 21.6% 18,258,791 35.2% 70.1% 23,639 11.7% 38,090 21.5% 62.1% 483,716 11.5% 739,292 20.3% 65.4%

国民民主党 7,620,489 12.9% 3,159,045 6.1% 241.2% 22,104 10.9% 8,295 4.7% 266.5% 380,424 9.0% 143,703 3.9% 264.7%

参政党 7,425,052 12.6% 1,768,349 3.4% 419.9% 24,216 12.0% 6,189 3.5% 391.3% 527,515 12.5% 116,189 3.2% 454.0%

立憲民主党 7,397,459 12.5% 6,769,854 13.0% 109.3% 13,667 6.8% 13,556 7.7% 100.8% 242,847 5.8% 248,525 6.8% 97.7%

公明党 5,210,569 8.8% 6,181,431 11.9% 84.3% 13,658 6.8% 15,128 8.5% 90.3% 447,923 10.6% 494,147 13.6% 90.6%

日本維新の会 4,375,926 7.4% 7,845,985 15.1% 55.8% 55,439 27.4% 68,653 38.8% 80.8% 1,155,624 27.4% 1,451,516 39.8% 79.6%

れいわ新選組 3,879,914 6.6% 2,319,159 4.5% 167.3% 9,738 4.8% 5,808 3.3% 167.7% 247,713 5.9% 129,001 3.5% 192.0%

日本保守党 2,982,093 5.0% 11,240 5.6% 232,985 5.5%

日本共産党 2,864,738 4.8% 3,618,342 7.0% 79.2% 12,950 6.4% 14,825 8.4% 87.4% 227,409 5.4% 265,986 7.3% 85.5%

チームみらい 1,517,890 2.6% 6,353 3.1% 88,064 2.1%

社民党 1,217,823 2.1% 1,258,621 2.4% 96.8% 2,754 1.4% 2,587 1.5% 106.5% 49,821 1.2% 43,274 1.2% 115.1%

合計 59,185,389 51,908,784 202,048 177,056 4,213,469 3,643,294

政党
前回比 前回比前回比

全国

前回（2022年）今回

吹田市

前回（2022年）今回

大阪府


